
東
北
公
益
文
科
大
学
総
合
研
究
論
集
第
四
十
二
号
　
抜
刷 

　

二
〇
二
二
年
一
月
三
十
一
日
発
行

呉　

衛
峰　

台
湾
現
代
詩
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
に
つ
い
て 

─
─
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
中
国
語
俳
句
ブ
ー
ム
を
中
心
に



台湾現代詩における俳句の影響について ── 一九九〇年代前半の中国語俳句ブームを中心に（1）

　

台
湾
現
代
詩
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
は
一
九
八
七
年
の
戒
厳
令
解
除
以
降
、
様
々
な
形
式
の
中
国
語
俳
句
を
通
じ
て
現
れ
、
近
年
の
截
句

や
華
文
俳
句
な
ど
の
短
詩
型
文
芸
の
実
験
に
及
ぶ
。
そ
の
背
後
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
台
湾
に
お
け
る

中
国
語
現
代
詩
に
よ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
発
展
と
成
熟
が
あ
る
た
め
、
郷
土
文
学
（
現
在
の
「
台
湾
文
学
」）
と
並
ん
で
、
台
湾
独
自
の
ポ
ス

ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
も
言
え
よ
う
。

　

本
稿
は
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
俳
句
ブ
ー
ム
お
よ
び
現
代
中
国
語
俳
句
の
実
験
へ
の
考
察
を
通
じ
て
、
戦
後
に
お
い
て
俳
句
が
如
何
に
受

容
さ
れ
、
中
国
語
現
代
詩
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

　

周
知
の
通
り
、
戒
厳
令
の
も
と
で
は
、
日
本
語
文
芸
等
は
左
翼
文
芸
と
同
じ
く
禁
止
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
占
領
時
代
に
日
本
語

に
関
わ
る
教
育
を
受
け
た
台
湾
人
は
、
日
本
文
学
を
紹
介
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
語
人
材
の
育
成
も
厳
し
く
制

限
さ
れ
て
お
り
、
日
本
語
専
攻
の
あ
る
大
学
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
の
初
頭
に
許
可
さ
れ
た
文
化
大
學
、
淡
江
大
学
、
輔
仁
大
学
、
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東
呉
大
学
と
い
う
私
立
校
の
四
校
の
み
で
、
国
立
台
湾
大
学
に
日
本
語
学
科
が
出
来
た
の
は
戒
厳
令
解
除
後
の
一
九
九
四
年
で
あ
っ
た
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
本
文
学
の
研
究
と
紹
介
も
か
な
り
貧
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。1

　

結
果
と
し
て
、
戒
厳
令
解
除
ま
で
の
日
本
文
学
の
紹
介
は
緻
密
性
に
欠
け
た
荒
削
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
一
九
五
九
年
の
大
手

新
聞
の
文
芸
欄
に
掲
載
さ
れ
た
俳
句
を
紹
介
す
る
文
章
で
は
、
松
尾
芭
蕉
の
名
前
は
二
度
も
「
松
上
芭
蕉
」
と
誤
記
さ
れ
、
さ
ら
に
は
川
柳

が
「
一
種
の
通
俗
的
俳
句
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。2
新
聞
社
が
日
本
文
学
に
疎
い
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
に
こ
の
仕
事
を
依
頼
し
た
と
い
う
こ

と
自
体
か
ら
、
あ
の
特
殊
な
時
代
の
雰
囲
気
が
感
じ
取
ら
れ
る
。3
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
き
、
ほ
ぼ
二
十
年
後
の
一
九
七
八
年
、
同
新
聞

に
俳
句
を
紹
介
す
る
短
文
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
数
日
後
に
紹
介
文
の
誤
り
を
指
摘
す
る
読
者
の
手
紙
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。4

　

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま
で
、
台
湾
は
現
代
詩
モ
ダ
ニ
ズ
ム
全
盛
の
「
横
的
移
植
」、
つ
ま
り
縦
方
向
に
伝
統
を
継
承

す
る
の
で
は
な
く
、
横
方
向
に
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
やT

.S.

エ
リ
オ
ッ
ト
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
手
法
を
移
植
す
る
時
代
で
あ
り
、5

俳
句
受
容
に
い
た
る
動
機
も
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
文
学
の
本
格
的
紹
介
は
戒
厳
令
解
除
を
待
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
た
だ
、
一

九
七
〇
年
代
に
は
詩
に
お
け
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
郷
土
文
学
な
ど
の
リ
ア
リ
ズ
ム
的
文
学
潮
流
の
台
頭
を
受
け
て
、
そ
の
晦
渋
さ
と
現
実
か
ら

の
遊
離
が
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
往
時
の
輝
き
が
失
せ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。6

　

日
中
間
の
文
化
交
流
お
よ
び
一
九
八
〇
年
に
お
け
る
五
七
五
形
式
の
「
漢
俳
」
の
成
立
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
八
〇
年
代
に

入
っ
て
か
ら
、
台
湾
に
お
い
て
、
俳
句
に
つ
い
て
の
本
格
的
紹
介
が
現
れ
は
じ
め
た
。
詩
人
鍾
鼎
文
が
「
現
代
詩
は
ど
こ
へ
行
く
」
と
い
う

短
文
で
、
現
代
詩
に
お
け
る
西
洋
と
伝
統
と
の
影
響
を
論
じ
、「
横
的
移
植
」
に
対
し
て
疑
念
を
呈
し
つ
つ
、
俳
句
の
特
徴
お
よ
び
西
洋
詩

の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
。7
そ
し
て
一
九
八
五
年
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
中
国
人
芸
術
家
の
木
心
に

よ
る
中
国
語
「
俳
句
」
の
新
聞
掲
載8
が
、
戒
厳
令
解
除
後
の
俳
句
ブ
ー
ム
に
先
駆
け
る
現
代
中
国
語
俳
句
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
時

期
の
俳
句
紹
介
も
し
く
は
受
容
は
、
相
変
わ
ら
ず
欧
米
経
由
の
迂
回
で
あ
っ
た
。9

　

木
心
の
中
国
語
俳
句
は
、
翌
一
九
八
六
年
上
梓
の
詩
集
・
散
文
集
『
瓊
美
卡
随
想
録
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。10
た
だ
し
日
本
文
学
の
受
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容
に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
、
英
語
ハ
イ
ク
や
英
訳
俳
句
の
影
響
の
可
能
性
が
高
い
。
形
式
と
し
て
は
一
行
の
詩
を
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
一

～
四
の
部
分
に
分
断
す
る
無
題
自
由
詩
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
。

蜜
蜂
撞
玻
璃
　
讀
羅
馬
史
　
春
日
午
後
圖
書
館11

 

（
蜂
が
ガ
ラ
ス
に
ぶ
つ
か
る
／
ロ
ー
マ
史
を
読
む
／
春
の
午
後
の
図
書
館
）

照
著
老
嫗
　
照
著
鞦
韆
　
公
園
的
日
光12

 

（
老
女
に
も　

鞦
韆
に
も
当
た
る　

公
園
の
日
光
）

能
做
的
事
情
只
是
長
途
跋
涉
的
返
璞
歸
真13

 

（
出
来
る
こ
と
は
た
だ
長
旅
を
し
て
純
真
に
戻
る
こ
と
だ
）

と
い
う
よ
う
に
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
さ
り
げ
な
く
描
出
し
て
解
釈
を
読
者
に
ゆ
だ
ね
る
ス
タ
イ
ル
も
あ
れ
ば
、
警
句
の
類
も
少
な
く
な

い
。
と
は
い
え
、
中
国
本
土
出
身
で
「
漢
俳
」
系
統
と
は
無
縁
な
芸
術
家
と
し
て
本
心
は
、
台
湾
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
作
品
の
文
学
史
的

意
義
が
大
き
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
日
本
の
台
湾
占
領
時
代
に
日
本
語
教
育
を
受
け
た
世
代
の
文
人
た
ち
に
関
し
て
は
、
呉
濁
流
（
一
九
〇
〇
～
七
六
）
が
一
九
六
四

年
に
個
人
で
『
台
湾
文
芸
』
を
創
刊
し
、
そ
の
二
か
月
後
に
詹
氷
（
一
九
二
一
～
二
〇
〇
四
）
と
そ
の
仲
間
が
『
笠
詩
刊
』
を
創
刊
し
て
、

台
湾
地
元
出
身
者
の
立
場
か
ら
文
芸
活
動
に
携
わ
っ
た
。
黄
霊
芝
（
一
九
二
八
～
二
〇
一
六
）
が
若
き
日
に
日
本
語
で
書
い
た
小
説
を
中
国

語
訳
し
て
一
九
七
〇
年
の
初
回
の
「
呉
濁
流
文
学
賞
」
を
受
賞
し
、
同
年
「
台
北
俳
句
社
」（
日
本
語
俳
句
）
を
発
起
し
た
。
黄
霊
芝
に
よ
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る
と
、
当
時
、
自
分
の
日
本
語
俳
句
の
一
部
を
中
国
語
二
行
詩
に
訳
し
た
と
あ
る
が
、14
後
の
黄
氏
「
湾
俳
」15
の
雛
形
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
九
八
七
年
、
三
十
八
年
間
続
い
た
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
、
俳
句
の
紹
介
と
創
作
も
自
由
に
な
っ
た
。

　

翌
年
の
末
、「
横
的
移
植
」
を
主
張
し
、
台
湾
に
お
け
る
中
国
語
現
代
詩
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
牽
引
し
て
い
た
紀
弦
（
一
九
一
三
～
二
〇
一

三
）
が
新
聞
に
自
由
詩
風
の
中
国
語
俳
句
を
発
表
し
た
。16
一
九
八
九
年
初
頭
、
彼
は
さ
ら
に
五
七
五
の
形
式
で
「
春
天
的
俳
句
」
三
首
を

発
表
し
て
い
る
。
一
首
目
を
掲
げ
る
。

春
天
來
了
時
　
　
　
　
　
春
が
来
た
と
き

我
用
詩
畫
山
畫
水
　
　
　
私
は
詩
で
山
を
描
き
水
を
描
き

也
畫
我
的
夢
　
　
　
　
　
夢
も
描
い
た17

　

か
な
り
「
稚
拙
」
で
あ
り
、
童
詩
の
よ
う
で
あ
る
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
巨
匠
が
中
国
語
俳
句
の
実
験
を
始
め
た
の
が
象
徴
的
「
事
件
」
で

あ
り
、
台
湾
現
代
詩
の
新
し
い
時
代
を
予
言
し
た
一
首
と
言
え
よ
う
。

　

一
九
九
〇
年
の
二
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、
東
呉
大
学
教
員
の
薛
柏
谷
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
柏
谷
）
に
よ
る
俳
句
翻
訳
の
新
聞
連
載
も
特

筆
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
初
め
て
の
本
格
的
な
俳
句
の
紹
介
と
翻
訳
で
あ
る
。
一
回
目
掲
載
時
は
俳
句
の
形
式
、
歴
史
、
美
学
に
つ
い
て

の
詳
細
な
紹
介
で
あ
っ
た
が
、
二
回
目
以
降
は
芭
蕉
、
蕪
村
、
子
規
以
降
の
近
現
代
俳
句
の
翻
訳
を
掲
載
し
た
。18
左
記
の
一
例
の
よ
う
に
、

現
代
中
国
語
に
よ
る
自
由
詩
体
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

江
南
雨
落

　
雨
落
合
歡
樹
上

　
合
歡
花
垂

　
病
了
的
西
施—

芭
蕉
作

 

（
象
潟
や
雨
に
西
施
が
ね
ぶ
の
花
）19
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こ
の
あ
た
り
か
ら
俳
句
ブ
ー
ム
が
始
ま
り
、
後
に
大
手
新
聞
『
中
国
時
報
』
の
「
人
間
副
刊
」
は
多
く
の
詩
人
に
よ
る
現
代
中
国
語
俳
句

を
掲
載
し
、
大
盛
況
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
名
前
だ
け
掲
げ
て
も
、
洛
夫
、
高
大
鵬
、
林
彧
、
渡
也
、
沈
志
芳
、
張
黙
、
陳
煌
、
謝
錦
徳
、

杜
十
三
、
梁
正
宏
、
鄭
愁
予
、
陳
克
華
と
い
っ
た
、
世
代
を
超
え
る
当
時
の
現
代
詩
界
の
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。20

二

　
『
聯
合
報
』「
副
刊
」
と
の
競
合
に
よ
り
、『
中
国
時
報
』「
人
間
副
刊
」
が
一
九
九
三
年
―
一
九
九
四
年
の
俳
句
ブ
ー
ム
を
仕
掛
け
た
の
は

間
違
い
な
か
ろ
う
。

　

こ
の
中
で
、
新
し
い
世
代
の
陳
黎
（
一
九
五
四
～　

）
の
活
躍
が
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
陳
黎
は
「
人
間
副
刊
」
に
誘
わ

れ
て
俳
句
連
載
を
始
め
、
ほ
か
の
新
聞
に
も
掲
載
し
た
が
、
同
年
十
月
（
六
月
に
完
成
）
に
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
『
小
宇
宙
―
―
現
代
俳
句

一
百
首
』
を
上
梓
し
た
。21
こ
れ
は
台
湾
に
お
け
る
最
初
の
現
代
中
国
語
俳
句
集
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
瓊
美
卡
随
想
録
』
の
序
と
後
記
に

「
俳
句
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
に
言
及
し
な
か
っ
た
木
心
と
は
異
な
り
、
陳
黎
は
同
書
の
付
録
「
俳
句
的
趣
味
」22
に
お
い
て
、
一
九
一
〇

年
代
の
イ
マ
ジ
ズ
ム
運
動
と
一
九
二
〇
年
前
後
の
周
作
人
に
よ
る
俳
句
紹
介
に
触
れ
な
が
ら
、
芭
蕉
や
子
規
な
ど
の
句
を
引
用
し
て
俳
句
美

の
要
素
が
「
外
部
の
景
色
と
刹
那
的
悟
り
」（
外
在
景
色
與
剎
那
的
頓
悟
）
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
冒
頭
の
三
首
を

掲
げ
る
。

１他
刷
洗
他
的
遙
控
器
，	

彼
は
リ
モ
コ
ン
を
洗
う

用
兩
棟
大
樓
之
間
，	

二
棟
の
高
層
ビ
ル
の
間
に
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滲
透
出
的
月
光
。	

に
じ
み
出
る
月
光
を
使
っ
て

２我
倦
欲
眠
：	

我
眠
ら
ん
と
す

輕
聲
些
，	

音
を
小
さ
く
し
て

如
果
你
打
電
動
。	

ゲ
ー
ム
を
つ
づ
け
る
な
ら

３現
代
情
詩
三
千
首
：	

現
代
恋
愛
詩
三
千
首

賓
館
裡
，	
ホ
テ
ル
の

沒
有
真
實
主
人
的
同
樣
的
鑰
匙
。	

本
物
の
持
ち
主
を
も
た
な
い
同
様
の
鍵

後
に
な
っ
て
、
陳
黎
は
右
記
の
三
首
は
子
規
の
左
記
俳
句
を
ベ
ー
ス
に
創
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
説
明
し
た
が
、
１
番
だ
け
を
読
ん
で
も
分
か

る
よ
う
に
、
前
掲
し
た
紀
弦
の
俳
句
試
作
に
見
ら
れ
る
平
明
さ
と
分
か
り
や
す
さ
に
つ
と
め
る
書
き
方
を
取
ら
ず
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
隠
喩
を

主
な
修
辞
法
と
し
て
い
る
。

夕
陽
に
馬
洗
ひ
け
り
秋
の
海

眠
ら
ん
と
す
汝
静
に
蠅
を
打
て

三
千
の
俳
句
を
閲
し
柿
二
つ23
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短
期
間
に
創
作
さ
れ
た
百
首
の
現
代
中
国
語
俳
句
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
佳
作
が
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本
の
俳
句
基
準
か
ら
見
れ

ば
、
や
は
り
「
短
詩
」
に
分
類
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
写
実
的
作
品
を
数
首
掲
げ
る
。

２
４

一
條
小
瀑
布
懸
掛
在
山
腰
處
，	

小
さ
な
滝
が
山
腹
に
掛
か
っ
て
い
る

水
細
聲
小
；	

水
が
細
く
音
が
小
さ
い

一
條
小
瀑
布
清
涼
了
整
個
夜
晚
。	

小
さ
な
滝
が
長
い
夜
を
涼
し
く
し
た

３
１

春
雨
：
屋
簷
下
，	
春
雨　

軒
下

一
個
小
孩
掌
上
比
雨
響
得
更
急
的	

一
人
の
子
供
の
掌
の
上
で
雨
よ
り
も

電
動
玩
具
。	

激
し
く
音
立
て
て
い
る
電
動
オ
モ
チ
ャ

３
２

一
個
小
孩
拿
著
氣
球
，
騎
著	

風
船
を
持
つ
子
供
が
回
転
木
馬
に

旋
轉
木
馬
：
木
馬
旋
轉
回
原
地
，	

乗
っ
て　

木
馬
が
一
周
す
る
と

氣
球
升
空
，
小
孩
不
見
了
。	

風
船
は
空
に
昇
り　

子
供
は
も
う
い
な
い

右
記
は
同
詩
集
の
中
で
も
っ
と
も
写
生
的
な
三
首
で
あ
る
。
日
本
の
俳
句
と
比
較
す
れ
ば
情
報
量
が
多
く
、
３
２
番
は
二
つ
の
通
時
的
な
イ
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メ
ー
ジ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
叙
事
的
に
な
っ
て
い
る
。

４
０

音
樂
催
你
入
眠
，
不
斷
旋
轉
，	

眠
ら
せ
る
音
楽　

絶
え
ず
に
回
転
す
る

直
到
你
也
成
為
一
張
雷
射
唱
片
，	

あ
な
た
も
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
成
り

薄
薄
地
停
放
在
唱
片
槽
裡
。	

タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
で
薄
く
止
ま
る
ま
で

５
１

雲
霧
小
孩
的
九
九
乘
法
表
：	

霧
坊
や
の
九
九
表

山
乘
山
等
於
樹
，
山
乘
樹
等
於	
山
掛
け
る
山
は
木　

山
掛
け
る
木
は

我
，
山
乘
我
等
於
虛
無
…
…	

私　

山
掛
け
る
私
は
無
・
・
・

５
２

天
空
用
海
漱
口
，
吐
出
白
日
的	

空
は
海
で
口
を
漱
ぎ　

昼
の

雲
朵
；
夜
用
星
漱
口
，	

雲
を
吐
き
出
す　

夜
は
星
で
口
を
漱
ぎ

吐
出
你
家
門
前
的
螢
火
蟲
。	

あ
な
た
の
門
前
の
蛍
を
吐
き
出
す

右
記
三
首
は
写
実
的
と
は
言
え
な
い
が
、
奇
抜
な
比
喩
表
現
で
作
者
の
独
特
な
詩
的
世
界
を
創
出
し
て
い
る
。
４
０
番
に
お
け
る
音
楽
と
い

う
テ
ー
マ
は
作
者
に
よ
り
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
、
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
寝
付
い
た
人
を
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
で
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止
ま
っ
たLD

に
喩
え
た
事
が
日
常
体
験
を
う
ま
く
詩
的
言
語
に
昇
華
さ
せ
て
い
る
。
５
１
番
は
身
近
な
九
九
表
の
言
葉
か
ら
大
自
然
に
身

を
置
く
忘
我
の
境
地
を
創
り
上
げ
て
い
る
。
５
２
番
は
昼
か
ら
夜
へ
、
天
上
の
雲
か
ら
門
前
の
蛍
へ
と
、
機
知
に
富
ん
だ
擬
人
的
表
現
で

「
外
的
景
色
」
を
美
し
く
微
笑
ま
し
い
景
色
に
仕
上
げ
て
い
る
。「
蛍
」
は
日
本
の
俳
句
伝
統
へ
の
挨
拶
と
取
っ
て
よ
か
ろ
う
か
。

５
６

在
你
頸
際
閃
耀
著
的
是
，	

あ
な
た
の
首
元
で
輝
い
て
い
る
の
は

我
的
目
光
串
成
的	

私
の
眼
差
し
で
つ
ら
ね
た

一
條
項
鍊
。	

一
連
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

６
７

默
默
的
豆
漿
：
日
復
一
日
，	

黙
々
と
し
た
豆
乳　

日
に
日
に

從
我
的
碗
流
到
我
的
體
內
的	

碗
か
ら
私
の
体
内
に
流
れ
込
む

空
白
的
音
樂	

空
白
な
音
楽

７
０

打
開
燈
，
打
開	

電
気
を
点
け
た　

壁
と
家
具
の
間
に

囚
禁
在
牆
壁
與
家
具
間
的	

捕
ら
れ
て
い
る
物
故
者
の

逝
者
的
眼
睛
。	

目
を
点
け
た
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三
首
と
も
、
客
観
的
イ
メ
ー
ジ
を
主
観
的
ア
レ
ン
ジ
に
よ
っ
て
異
質
な
世
界
へ
変
貌
さ
せ
る
手
法
で
あ
る
。
５
６
番
は
「
眼
差
し
」
の
擬
人

化
で
「
私
」
の
心
情
を
ほ
の
め
か
し
、
６
７
番
は
豆
乳
を
私
に
と
っ
て
の
「
音
楽
」
に
喩
え
る
。

　

７
０
番
は
電
気
を
「
点
け
た
」
こ
と
に
亡
く
な
っ
た
家
族
の
写
真
に
あ
る
目
を
「
点
け
た
」
こ
と
を
掛
け
て
、
深
夜
に
写
真
の
中
の
物
故

者
と
見
つ
め
あ
う
と
い
う
、
物
理
的
イ
メ
ー
ジ
を
通
り
越
し
、
時
間
と
生
死
を
超
越
し
た
深
い
精
神
世
界
を
ひ
ろ
げ
る
。
こ
の
三
首
は
、
陳

黎
式
現
代
俳
句
の
真
骨
頂
と
評
価
し
て
よ
か
ろ
う
。

４
２

曠
野
裡
一
台
紅
色
的
挖
土
機
，	

野
原
に
一
台
の
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

以
及
，
即
將
出
土
的	

そ
し
て
間
も
な
く
出
来
上
が
る

我
們
的
另
一
座
城
市
。	
我
々
の
も
う
一
つ
の
町

９
４

啊
，
合
唱
的
盲
者
，	

あ
あ　

目
が
不
自
由
な
合
唱
団
よ

他
們
的
臉
是
比
樂
聲
更
動
人
的	

彼
ら
の
顔
は
音
楽
よ
り
も
っ
と

不
协
和
和
弦
。	

素
晴
ら
し
い
不
協
和
の
和
音

人
間
に
生
活
と
仕
事
の
場
を
与
え
る
新
し
い
町
の
建
設
と
、
目
の
不
自
由
な
人
々
の
音
楽
に
輝
く
顔
を
詠
ん
だ
二
首
で
あ
る
。
詩
集
の
序
で

は
、
陳
黎
は
上
記
二
首
が
実
景
（
後
者
は
ビ
デ
オ
）
で
あ
る
と
断
っ
て
い
る
。24
人
間
や
自
然
の
様
々
な
面
を
詠
っ
た
百
首
の
中
で
、
も
っ

と
も
社
会
性
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
に
富
む
二
首
と
な
ろ
う
。
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陳
黎
は
詩
・
散
文
・
翻
訳
な
ど
、
多
岐
な
ジ
ャ
ン
ル
に
絶
え
間
な
く
挑
戦
す
る
多
作
の
芸
術
家
で
あ
る
。『
小
宇
宙
』
の
出
版
は
彼
の
詩

人
キ
ャ
リ
ア
に
一
つ
の
き
っ
か
け
を
与
え
、
幅
広
い
創
作
の
中
で
現
在
に
も
繋
が
る
大
事
な
道
を
拓
い
た
と
思
わ
れ
る
。

三

　

一
九
九
三
年
の
俳
句
ブ
ー
ム
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
他
の
詩
人
の
中
国
語
俳
句
を
二
、
三
紹
介
す
る
。
蕭
蕭
（
一
九
四
七
～　

）
の
「
現

代
俳
句
」
一
首
は
四
行
詩
と
な
る
。

我
熟
睡
在
鐘
聲
裡	
鐘
の
音
の
中
に
熟
睡
し　

目
覚
め
る
と

醒
來
已
是
蟬
鳴
暫
歇
的
黃
昏	
す
で
に
蝉
の
鳴
き
止
ん
だ
夕
暮
れ

唉	

あ
あ

不
該
誤
入
你
的
夢
境	

君
の
夢
に
入
る
べ
き
で
な
か
っ
た25

蕭
蕭
が
こ
の
時
期
、
他
に
も
三
四
行
の
短
詩
を
発
表
し
て
い
た
が
、
こ
の
一
首
だ
け
を
「
俳
句
」
と
名
付
け
た
の
は
、「
鐘
聲
」、「
蝉
」、

「
黄
昏
」
な
ど
、
俳
句
や
和
歌
に
よ
く
現
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
原
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
現
代
俳
句
」
と
い
う
名
称
は
『
中
国
時
報
』
が
俳
句

ブ
ー
ム
を
起
こ
す
た
め
の
「
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
同
「
人
間
副
刊
」
に
「
現
代
俳
句
」
の
コ
ラ
ム
が
設
け
て

あ
り
、
時
に
は
同
じ
紙
面
に
他
の
「
俳
句
」
も
載
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

紀
弦
と
肩
を
並
べ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
現
代
詩
の
巨
匠
の
洛
夫
（
一
九
二
八
～
二
〇
一
八
）
が
「
現
代
俳
句
十
帖
」
を
発
表
し
て
い
る
。
最
初

の
一
帖
（
首
）
を
掲
げ
よ
う
。
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玫
瑰
枯
萎
時
才
想
起
被
捧
著
的
日
子　
　

バ
ラ
は
萎
ん
だ
と
き
愛
で
ら
れ
た
日
々
を
思
い
出
す

落
葉
則
習
慣
在
火
中
沉
思26　
　
　
　
　
　

落
葉
は
火
の
な
か
で
瞑
想
す
る
の
に
慣
れ
て
い
る

「
火
の
な
か
」
と
い
う
の
は
、
秋
の
落
葉
を
か
き
集
め
て
燃
や
す
と
い
う
中
国
語
圏
の
習
慣
を
指
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
枯
れ
た
バ
ラ
と
秋

の
落
葉
を
対
照
さ
せ
、
人
生
の
意
義
を
思
索
さ
せ
る
短
詩
で
あ
る
が
、
俳
句
よ
り
は
警
句
詩
に
近
い
こ
と
を
否
め
な
い
。

　

高
大
鵬
（
一
九
四
九
～　

）
が
数
回
に
わ
た
っ
て
発
表
し
た
現
代
俳
句
は
、
詩
題
が
あ
る
と
い
う
点
を
除
け
ば
、
簡
潔
軽
妙
で
味
の
深
い

作
品
が
多
い
。
私
見
で
は
、
陳
黎
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
傾
向
の
強
い
『
小
宇
宙
』
よ
り
俳
句
に
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
年
五
月
十
一
日
掲

載
分
「
流
蛍
小
唱—

俳
句
一
束
」27
を
見
る
。

２
．
雲
雨28

小
雲
的
手	

小
さ
な
雲
の
手

摸
一
摸
小
山
的
頭	

小
山
の
頭
を
触
る
と

就
下
雨
了	

雨
が
降
る

３
．
山
笑

山
，
笑
了	

山　

笑
っ
た

因
為—

	

風
が

風
，
在
搔
癢	

く
す
ぐ
っ
た
か
ら
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５
．
深
井

在
深
井
中	

深
い
井
戸
の

看
見
自
己
的
影
子	

自
分
の
影
を
見
た

竟
像
是
，
別
人	

ま
る
で　

他
人
の
よ
う
だ
っ
た

題
を
付
け
な
く
て
も
、
俳
句
に
慣
れ
て
い
る
読
者
な
ら
、
内
容
は
変
わ
ら
な
く
分
り
や
す
い
と
思
う
。
と
す
れ
ば
、
題
を
付
け
た
こ
と
自
体

は
、
中
国
語
現
代
詩
に
な
れ
た
読
者
側
の
体
験
へ
の
配
慮
か
も
し
れ
な
い
。
２
番
と
３
番
は
擬
人
法
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
童
詩
的
特
徴
が

感
じ
ら
れ
る
が
、
発
想
が
柔
軟
で
微
笑
ま
し
い
。
５
番
の
ほ
う
は
間
違
い
な
く
現
代
詩
風
で
あ
る
。
翌
年
七
月
六
日
発
表
の
「
詩
心
と
俳

句
」29
を
見
よ
う
。

１
．
春

明
知
春	

春
が
老
い
た
と

已
老
，
燕
子	

知
り
な
が
ら　

燕
は

猶
依
依	

な
お
離
れ
な
い

２
．
夏

紅
蜻
蜓
，
帶
著	

赤
と
ん
ぼ　

夏
の

夏
天
的
秘
密	

秘
密
を
も
っ
て

飛
遠
了—

—
	

遠
く
へ
飛
ん
だ
―
―
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４
．
冬

人
在
雪
中	

人
が
雪
の
な
か
に

立
，
雪
在	

立
っ
て
い
る　

雪
は

心
中
落	

心
の
な
か
に
降
る

９
．
水
聲

聽
，
石
頭
裡	

聴
け　

石
の
中
を

有
流
水
的	

流
れ
る
水
の

—
—

聲
音	

―
―
音

木
心
俳
句
か
ら
俳
句
ブ
ー
ム
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
現
代
中
国
語
俳
句
に
は
、
自
然
や
、
日
本
的
イ
メ
ー
ジ
が
多
く
詠
ま
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

季
節
感
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
憾
み
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
高
大
鵬
に
よ
る
季
節
感
を
前
面
に
出
し
て
い
る
こ
の
一
連
の
現
代
俳

句
は
中
国
語
俳
句
の
な
か
で
貴
重
な
存
在
で
あ
る
と
言
う
ま
で
も
な
い
。
日
本
俳
句
の
季
語
と
は
ズ
レ
が
存
在
し
て
も
、
中
国
語
読
者
の
た

め
の
作
品
で
あ
る
の
で
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
１
番
は
、
燕
が
晩
春
を
離
れ
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
燕
の
生
息
習
慣
を
置

い
て
お
け
ば
、
象
徴
的
意
味
を
読
み
取
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
２
番
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
は
、
日
本
の
俳
句
季
語
で
は
秋
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、

旧
暦
に
拘
ら
な
け
れ
ば
、
体
感
的
に
「
暑
い
」
時
期
を
「
夏
」
と
見
る
な
ら
、
面
白
い
句
と
し
て
読
め
る
。
４
番
の
冬
は
佳
作
で
あ
り
、

「
心
の
な
か
に
降
る
雪
」
が
象
徴
す
る
も
の
は
読
者
の
感
受
性
に
任
せ
て
お
り
、
つ
ま
り
俳
句
美
学
の
「
余
情
余
白
」
に
相
当
す
る
。

　

季
節
感
を
出
し
て
い
な
い
９
番
に
つ
い
て
、
石
の
中
か
ら
水
の
流
れ
る
音
を
聞
き
つ
け
る
と
い
う
、
自
然
に
お
け
る
瞬
間
的
発
見
の
喜
び

が
現
れ
て
お
り
、
現
代
中
国
語
に
よ
る
俳
句
美
学
の
具
現
化
と
言
え
よ
う
。
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最
後
に
、『
創
世
記
詩
刊
』
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
張
黙
（
一
九
三
一
～　

）
の
「
俳
句
小
集

－

四
季
」30
を
掲
げ
る
。

　

・
春

一
絲
絲
浮
雲
般
的
嫩
芽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
い
浮
雲
の
よ
う
な
若
芽

從
老
樹
軀
幹
的
根
部
，
緩
緩
探
出
頭
來
　
　
　
　
　
　
老
樹
の
幹
の
根
か
ら　

ゆ
っ
く
り
と
頭
を
出
し
て
き
た

　

・
夏

少
女
們
，
成
群
結
隊
在
戲
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
女
た
ち
は　

一
つ
一
つ
の
群
れ
を
な
し
て
水
遊
び
を
し
て
い
る

恍
若
一
扇
扇
川
流
不
息
，
折
疊
風
景
的
窗
子

　
　
　
　
あ
た
か
も
一
面
一
面
の
流
れ
続
け
る　

風
景
を
折
り
た
た
む
窓
の
よ
う
だ

　

・
秋

哇
！
那
是
竊
竊
私
語
的
落
葉
嗎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ー　

あ
れ
は
ひ
そ
ひ
そ
話
を
し
て
い
る
落
葉
か

怎
麼
，
一
陣
風
，
也
激
不
起
它
靈
感
的
漣
漪

　
　
　
　�
ど
う
し
て
一
筋
の
風
も　

あ
れ
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の　

さ
さ
な
み
も
立

て
ら
れ
な
い
の
か

　

・
冬

殘
陽
，
照
在
小
小
的
碧
湖
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
陽　

小
さ
な
湖
に
あ
た
っ
て
い
る

我
攤
開
「
深
淵
」
那
本
詩
集
，
冷
冷
伸
一
下
懶
腰

　
　
私
は
「
深
淵
」
と
い
う
詩
集
を
開
き　

冷
然
と
手
足
を
伸
ば
し
た

春
夏
秋
冬
の
四
首
の
二
行
詩
で
あ
る
。
前
掲
し
た
高
大
鵬
と
同
じ
く
、
前
年
の
現
代
俳
句
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
季
節
感
の
重
視
が
特
筆
す
べ
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き
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

一
九
九
〇
年
代
前
半
に
始
ま
っ
た
台
湾
の
俳
句
ブ
ー
ム
は
、
時
系
列
的
に
見
れ
ば
、
戒
厳
令
の
解
除
後
と
な
る
。
踏
み
込
ん
で
考
察
す
る

と
、
三
つ
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
よ
う
。
一
つ
目
は
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
お
お
や
け
に
日
本
語
文
芸
に
従
事
で
き
な
か
っ
た
、
日
本
占

領
時
代
に
成
人
し
た
文
人
た
ち
の
復
活
で
あ
っ
た
。
本
論
の
主
旨
に
よ
り
詳
し
く
紹
介
し
な
い
が
、『
笠
詩
刊
』
な
ど
を
拠
点
に
俳
句
の
中

国
語
詩
へ
の
移
植
を
試
み
て
い
た
。
そ
の
後
、
日
本
俳
句
の
美
学
と
形
式
を
模
倣
し
た
台
湾
独
特
の
中
国
語
俳
句
が
実
験
さ
れ
、
三
行
「
十

字
詩
」
や
二
行
湾
俳
な
ど
の
形
で
、
中
国
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
五
七
五
の
漢
俳
（「
台
俳
」
と
も
）
と
共
に
、
細
々
で
は
あ
る
が
、
現
在
に

も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
は
中
国
語
現
代
詩
の
「
正
式
な
一
員
」
と
い
う
よ
り
、
現
代
詩
に
と
っ
て
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
傾
向
は
、
戒
厳
令
解
除
後
の
日
本
文
芸
に
対
す
る
好
奇
心
か
ら
出
た
も
の
と
言
う
べ
き
か
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

流
行
し
た
異
国
情
緒
の
「
日
本
趣
味
」
に
似
た
も
の
で
あ
る
。「
桜
」
と
「
露
」
と
「
芸
者
」
な
ど
を
短
詩
型
に
詠
み
こ
め
ば
「
俳
句
」
に

な
る
と
い
う
若
干
安
易
な
考
え
方
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
傾
向
の
作
品
に
は
さ
ほ
ど
詩
的
価
値
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

三
つ
目
の
傾
向
は
、
現
代
俳
句
の
実
験
を
通
じ
て
新
し
い
道
を
切
り
開
こ
う
と
い
う
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
人
の
流
れ
で
あ
っ
た
。
一
九
九
三

年
か
ら
一
九
九
四
に
か
け
て
『
中
国
時
報
』
の
み
に
発
表
さ
れ
た
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
運
動
を
始
動
し
た
世
代
の
詩
人
と
そ
の
後
の
新
し
い
世
代

の
詩
人
に
よ
る
「
現
代
俳
句
」
を
一
通
り
考
察
し
た
感
想
を
述
べ
れ
ば
、
形
式
か
ら
見
る
場
合
、
二
行
詩
や
四
行
詩
な
ど
も
あ
る
が
、
お
お

か
た
「
三
行
詩
＝
俳
句
」
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
現
代
詩
で
は
題
の
な
い
も
の
は
「
詩
」
と
認
め
な

い
の
が
慣
例
で
あ
る
の
で
、
題
の
あ
る
な
し
は
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
内
容
か
ら
見
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
は
二
行
も
し
く
は
三
行
の
一
首
で
一
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つ
の
比
喩
構
造
を
作
り
、
抽
象
的
な
も
の
が
多
い
。

　

こ
の
三
つ
目
の
傾
向
は
、
現
代
詩
に
お
け
る
「
現
代
俳
句
」
の
意
義
の
存
す
る
所
と
な
る
。
高
大
鵬
と
張
黙
に
み
た
四
季
と
イ
メ
ー
ジ
中

心
の
現
代
俳
句
は
少
数
派
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
陳
黎
の
現
代
俳
句
も
上
掲
し
た
数
首
の
写
生
句
以
外
、
や
は
り
基
本
的
に
は
比
喩
構
造
で

構
成
さ
れ
た
作
品
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、「
現
代
俳
句
」
は
「
俳
句
移
植
」
で
な
い
以
上
、
俳
句
と
い
う
名
前
を
借
り
た
一
種

の
現
代
短
詩
と
見
れ
ば
納
得
で
き
よ
う
。
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
が
最
盛
期
を
過
ぎ
た
一
九
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
で
は
、
現
代
俳
句
と
い
う
形
式

は
短
詩
型
現
代
詩
の
実
験
に
大
義
名
分
を
与
え
、
世
界
中
で
証
明
済
み
の
詩
的
価
値
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
何
ら
か
の
形
に
よ

る
再
生
を
強
い
ら
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
活
路
の
一
つ
を
与
え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

　

と
い
う
状
況
に
鑑
み
、
中
国
語
現
代
詩
に
お
け
る
現
代
俳
句
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
実
験
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
は
一
九
九
〇
年
代
の

前
半
に
と
ど
ま
ら
ず
、
後
半
の
林
建
隆
の
三
つ
の
俳
句
集
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
の
馬
悦
然
（
ヨ
ー
ラ
ン
・
マ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
、
一
九
二

四
～
二
〇
一
九
）
に
よ
る
『
俳
句
一
百
句
』
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
し
て
近
年
の
台
湾
詩
壇
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
自
由
で
便
利
な
環
境

に
恵
ま
れ
、
短
詩
型
は
二
〇
一
七
年
以
降
の
「
截
句
ブ
ー
ム
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
活
気
に
溢
れ
て
い
る
。
別
の
機
会
を

借
り
て
詳
論
し
た
い
と
思
う
。

注
：

１ �

林
文
月
、「
台
湾
の
日
本
研
究
」、『
世
界
の
日
本
研
究
』（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
第
二
号
、
一
九
九
一
年
五
月
、
一
九
～
三

一
頁
。『
源
氏
物
語
』
の
中
国
語
訳
を
一
九
七
〇
年
代
に
上
梓
し
た
林
は
当
時
台
湾
大
学
中
国
文
学
学
科
の
教
員
で
あ
っ
た
。

　

�　

本
稿
で
は
、
便
宜
を
は
か
る
た
め
一
部
の
漢
字
を
日
本
語
漢
字
に
直
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
語
の
日
本
語
訳
、
も
し
く
は
日
本
語
の

中
国
語
訳
は
、
断
わ
り
の
な
い
場
合
、
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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２ �
金
恒
杰
、「
日
本
的
俳
句
」（
日
本
の
俳
句
）、『
中
央
日
報
』、
一
九
五
九
年
二
月
二
十
七
日
、
七
頁
。
著
者
が
文
中
に
断
っ
て
い
る
通
り
、

上
記
文
章
は
ほ
ぼ
下
記
の
英
文
記
事
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。T

he Press: H
aiku Is H

ere, T
im

e, Feb. 02. 1959. 

フ

ラ
ン
ス
文
学
者
で
あ
る
金
恒
杰
は
日
本
文
芸
に
疎
い
ゆ
え
、
誤
訳
や
間
違
っ
た
説
明
も
あ
っ
た
。

３ �

日
本
占
領
時
代
に
生
ま
れ
育
っ
た
世
代
の
大
半
は
、
俳
句
を
含
め
る
日
本
近
代
文
学
を
理
解
し
、
創
作
も
し
て
い
た
が
、
母
語
は
閩
南
語

ま
た
は
客
家
語
で
あ
り
、
学
校
で
日
本
語
教
育
を
受
け
て
い
た
の
で
、
戦
後
に
入
っ
て
か
ら
、「
国
語
」（
北
京
語
、
現
代
中
国
語
の
標
準

語
）
を
外
国
語
の
よ
う
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
教
育
や
文
芸
の
要
職
は
国
民
党
政
権
と
共
に
渡
っ
て

き
た
大
陸
側
の
人
に
占
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
日
本
文
学
に
つ
い
て
発
言
す
る
権
利
も
な
か
っ
た
。

４ �

聞
見
思
、「
俳
句
」、『
中
央
日
報
』、
一
九
七
八
年
六
月
十
八
日
、
一
〇
頁
。
王
春
来
、「
関
与
芭
蕉
的
俳
句
」（
芭
蕉
の
俳
句
に
つ
い
て
）、

『
中
央
日
報
』、
一
九
七
八
年
七
月
二
十
六
日
、
一
〇
頁
。

５ �「
横
的
移
植
」
と
は
、
詩
人
紀
弦
が
唱
え
だ
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
信
条
で
あ
る
。
紀
弦
、「
現
代
派
信
条
釈
義
」、
季
刊
『
現
代
詩
』、
一
三

期
、
一
九
五
六
年
二
月
。

６ �

鄭
慧
如
、『
台
湾
現
代
詩
史
』、
台
北
：
経
聯
出
版
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
、
三
七
四
～
七
五
頁
。

７ �「
現
代
詩
往
何
處
去
」、『
聯
合
報
』、
一
九
八
〇
年
十
一
月
二
十
四
日
、
八
頁
。

８ �『
聯
合
報
』、
一
九
八
五
年
七
月
二
十
日
、
八
頁
、
聯
合
副
刊
。

９ �

一
例
を
掲
げ
る
。
徐
進
夫
訳
、「
俳
句
裏
的
禅
味
」（
俳
句
に
お
け
る
禅
味
）、『
中
外
文
学
』、
九
巻
八
期
、
一
九
八
一
年
十
一
月
一
日
、

四
一
～
四
三
頁
。
内
容
は
翻
訳
家
徐
進
夫
が
ア
メ
リ
カ
人
作
家
のN

ancy W
ilson Ross

に
よ
る
英
語
の
文
章
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

林
文
月
は
一
九
七
〇
年
代
に
『
中
外
文
学
』
で
『
源
氏
物
語
』
の
中
国
語
訳
を
連
載
し
て
い
た
。

⓾ �

木
心
、『
瓊
美
卡
随
想
録
』、
台
北
：
洪
範
、
一
九
八
六
年
九
月
、
六
一
～
九
四
頁
。「
瓊
美
卡
」
と
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
名
で
あ
る
ト

ラ
イ
ベ
ッ
カ
（T

ribeca

）
も
し
く
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
（Jam

aica

）
の
音
訳
と
考
え
ら
れ
る
。
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⓫ �
前
掲
書
、
六
二
頁
。

⓬ �
前
掲
書
、
七
四
頁
。

⓭ �

前
掲
書
、
九
四
頁
。

⓮ �

黄
霊
芝
、『
台
湾
俳
句
歳
時
記
』、
言
叢
社
、
二
〇
〇
三
年
四
月
、
二
八
九
～
二
九
〇
頁
。

⓯ �

一
九
九
三
年
に
始
め
ら
れ
た
黄
霊
芝
の
現
代
中
国
語
に
よ
る
二
行
俳
句
実
験
で
あ
る
。
五
七
五
を
取
り
入
れ
な
い
が
、
文
字
数
の
制
限
と

「
切
れ
」
と
「
季
語
」、
さ
ら
に
「
二
物
衝
撃
」
を
必
須
と
す
る
。
前
掲
書
、
二
九
二
頁
。

⓰ �「
俳
句
鈔
」、『
聯
合
報
』、
一
九
八
八
年
十
二
月
六
日
、
二
一
頁
、
聯
合
副
刊
。

⓱ �『
聯
合
報
』、
一
九
八
九
年
二
月
一
一
日
、
二
一
頁
、
聯
合
副
刊
。

⓲ �

初
回
は
「「
美
」
的
所
繋
―
―
談
「
俳
句
」」（
美
の
在
り
処
―
―
「
俳
句
」
に
つ
い
て
）、『
聯
合
報
』、
一
九
九
〇
年
二
月
六
日
、
二
九
頁
、

聯
合
副
刊
。
最
終
回
は
「
俳
句
新
訳
（
十
首
）」、『
聯
合
報
』、
一
九
九
〇
年
十
二
月
二
十
日
、
二
五
頁
、
聯
合
副
刊
。

⓳ �「
俳
句
新
譯
」、『
聯
合
報
』、
一
九
九
〇
年
二
月
八
日
、
二
九
頁
、
聯
合
副
刊
。
原
文
は
井
本
農
一
・
堀
信
夫
注
解
『
芭
蕉
①
全
発
句
』
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
、
一
九
九
五
年
七
月
）
二
八
三
頁
に
よ
る
。

　
　

柏
谷
の
中
国
語
訳
を
日
本
語
に
も
ど
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
「
江
南
の
雨
が
合
歓
の
木
に
降
り
、
そ
の
花
が
垂
れ
て
、
病
め
る
西
施
の
よ
う
だ
」

　

�

原
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
か
な
り
意
訳
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
象
潟
」
と
い
う
地
名
を
訳
出
し
な
か
っ
た
の
は
、
注

を
つ
け
な
け
れ
ば
、
中
国
語
読
者
に
は
そ
の
文
化
的
含
意
が
理
解
で
き
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

⓴ �

一
九
九
三
年
『
中
国
時
報
』「
人
間
副
刊
」
の
掲
載
を
統
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

�　

木
心
は
八
年
ぶ
り
に
『
聯
合
報
』
に
「
俳
句
」
風
自
由
句
を
掲
載
し
、「
俳
句
流
行 

一
派
晚
上
吃
早
餐
的
光
景
」（
俳
句
ブ
ー
ム
／
夜

な
の
に
皆
が
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
る
光
景
）
と
皮
肉
っ
た
。『
聯
合
報
』
か
ら
仕
掛
け
ら
れ
た
競
争
相
手
へ
の
「
報
復
」
か
も
し
れ
な
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い
。「
一
路
春
心
（
上
）」、『
聯
合
報
』、
一
九
九
三
年
六
月
十
四
日
、
三
五
頁
、
聯
合
副
刊
。

㉑ �
陳
黎
、『
小
宇
宙
―
―
現
代
俳
句
一
百
首
』、
台
北
：
皇
冠
、
一
九
九
三
年
十
月
。
書
名
は
バ
ル
ト
ー
ク
の
ピ
ア
ノ
練
習
曲
集
「
ミ
ク
ロ
コ

ス
モ
ス
」
に
因
む
と
い
う
。

㉒ �

前
掲
書
、
一
三
三
～
一
三
八
頁
。

㉓ �

陳
黎
・
張
芬
齢
訳
、『
我
去
你
留
両
秋
天
：
正
岡
子
規
俳
句
４
０
０
』、（
北
京
聯
合
出
版
、
二
〇
二
一
年
一
月
）、
七
二
～
七
三
頁
、「
訳

者
序
」。
楊
雅
恵
が
修
士
論
文
「
瞬
間
文
本
：
臺
湾
「
俳
句
式
新
詩
」
文
化
解
読
」（
台
湾
国
立
中
山
大
学
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
に
お
い

て
『
小
宇
宙
』
の
中
で
陳
黎
が
依
拠
し
た
数
首
の
日
本
俳
句
を
明
示
し
て
い
る
。

㉔ �『
小
宇
宙
』、
六
～
七
頁
。

㉕ �『
中
国
時
報
』、
一
九
九
三
年
十
一
月
二
十
三
日
、
三
九
頁
、「
人
間
副
刊
」。

㉖ �

同
紙
、
一
九
九
三
年
二
月
二
十
四
日
、
二
七
頁
、「
人
間
副
刊
」。

㉗ �

同
紙
、
二
七
頁
、「
人
間
副
刊
」。

㉘ �「
雲
雨
」
と
い
う
言
葉
は
、
古
典
漢
語
で
は
性
的
交
渉
の
隠
語
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
使
い
方
か
不
明
で
あ
る
。

㉙ �「
詩
心
與
俳
句
」、『
中
国
時
報
』、
一
九
九
四
年
七
月
四
日
、
三
九
頁
、「
人
間
副
刊
」。

㉚ �

同
紙
、
一
九
九
四
年
五
月
二
日
、
三
九
頁
、「
人
間
副
刊
」。


